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巨 大 精 索 脂 肪 肉 腫 の1例

国保日高総合病院泌尿器科(医 長 曽根正典)

曽 根 正 典,土 居 淳*

和歌山県立医科大学第2病 理学教室(主 任:斉 藤晃治教授)

森 川 吉 博

GIANT LIPOSARCOMA OF THE SPERMATIC  CORD  : 

             A CASE REPORT

        Masanori SONE and Jun Doi 
 From the Department of Urology, Hidaka General Hospital 

               (Chief: Dr. M. Sone) 

            Yoshihiro MORIKAWA 
From the Department of Pathology, Wakayama Medical College 

              (Director: Prof. K. Saito)

   A case of giant liposarcoma of the spermatic cord was reported. A 75-year-old man was ad-
mitted with a 25-year history of a slowly growing left scrotal solid mass without trans-illumina-
tion. The removed huge mass measuring 26.0 x 16.5 x 20.0 cm and weighing 4,500 g was confirmed 
to be a well-differentiated liposarcoma according to WHO classification. The patient died of acute 

pneumonia 5 months later, although the postoperative course was uneventful and he had no sign 
of recurrence. 

                                                   (Acta Urol. Jpn. 35: 147-151, 1989)
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緒 言

脂肪肉腫 は悪性軟部組織腫瘍 の うち悪性線維性組織

球腫(以 下,MFH)や 横紋筋肉腫 な どとともに頻度

が高 く,下 肢 や後腹膜に好発す るが精索に発生する も

のは比較的稀である.

今回,わ れわれ は精 索に発生 したと思われる 巨大脂

肪 肉腫の1例 を記載 する.

症

患者:75歳,男 性

初診:1986年6月16日

主 訴:左 陰嚢内腫瘤

家族歴:特 記すべ きことな し

例

既往歴:20歳 虫垂切除術,53歳 右鼠径ヘ ルニア根

治術,67歳 脳卒中

現病歴=約25年 前か ら左陰嚢内容の腫大に気付 き,

*現=市 立 泉佐野病院泌尿器科

右 鼠 径 ヘ ル ニア根 治 術 の際 に は 夏 密 柑 大 に な って い た

が 無 痛性 のた め 放 置 して い た.1986年6月9日,発 熱

を きた し近 医 受 診.こ の際,左 陰 嚢 内腫 瘤 を 指 摘 され

泌 尿 器科 受 診 を 勧 め ら れ た た め,6月16日 当科 を 初

診,同 日入 院 とな った.

現 症:栄 養 や や 不 良,脳 卒 中 の後 遺 症 と して構 音 障

害 お よび 左 片麻 痺 が 認 め られ た.表 在 リンパ節 は触 知

せ ず,胸 腹 部理 学 的 所 見 は 正常.左 陰 嚢 内 容 は成 人 頭

大,表 面 や や不 整 でそ の 大 部分 は弾 性硬 な る も一部 に

弾 性 軟 な 部 分 が 混 在,圧 痛 お よ び 透 光 性 は認 め られ

ず.右 精 巣 は右 上方 に 圧 排 され る も触 診 上,正 常 で あ

った(Fig.1).

入 院時 検 査 成 績=末 梢 血 液 像;RBC429万/mm3,

Hbll.49/dl,Ht35.2%,wBC9,400/mm3,白 血 球

分 画;Baso.0%,Eos.5%,Sし0%,Seg.80%,

Lym.13%,Mono.2%,Pl・38・6万/mm3,血 液 化 学;

TP5.6g/dl,AIG1.16,BUNI8.7mg/dl,Cr1.正

mg/dl,尿 酸 .9.6mg/dl,GOT10KU,GPT16

Ku,A1-P6.oKA,Na135.2mEq/l,K2.9mEq/l,



148 泌尿紀要35巻1号1989年

耀 ㌧ 諭「

Fig.1.

ぜ 擁・

GrossapPearanceoftheintrascrotal

91anttumor

Fig.2,ScrotalCTscan.Mostareasshow

highdensity,whereaspartiaHylow

densitylikefattytissue.

Fig.3. Theremovedhugemassmeasured

26.0×16.5×20.Ocmandwcighed4,500g.

Cl97.8mEq/1,T-Chol.117mg/dl,Trigly.83mg/

dl,腫 瘍 マ ー カ ー;cEAI.lng/rn1,AFP<5.ong/

m正,β 一HcGo.Iln9/ml,そ の ほ か;cRP(3+),

赤 沈(1時 間 値)58mm,PSP(15,)19%,(120,)

74%

'3

写

潜? 『"

曜

み 痴

多"

目

"、

.=

9 ∵ 『
ド

Φ し

臼.

'

ン 唖の コ

の の コ

・ぐ
,.ξ'

,

・・
..ち 弓 .『

『ξ

,曾 〆,今

の ぞ

・1..'"'一 「 ㌦ ぞ
.1"∴

Fig.4.Well-diHヒrentiatedwith

occasionalIipoblasts(H.Erx150)

雪 ・ ▼

..○

.・ビ 、

四 も,

=。 な 「

胤 も

》q●

・ 憲. ,ヤ

σ 蕨

も ・・ 二腹 ・』
璽 ● 、

Fig.5.

ゴ

◎
「,・

j渉

`汐

趣

る
∵

へ園=
ゴ

.も 澗
9

SudanBlackfatstainshowingintracy.

toplasmiclipiddroplets

難
Fig.6。Dedifferentiatedportion.Notestoriform

pattern,cellullarpleomorphismand

absenceoflipogcnesis・

X線 学的検査:胸 部単純撮影,腹 部単純撮影 および

排泄性尿路造影 で異 常を認 めず.陰 嚢部CTで は腫

瘍の大部分 は比較的均一 なhighdensityareaよ り

な る が,一 部 に 脂肪組織 を 思 わ せ る1・wdensity

areaが 認め られた(Fig.2).

以上 よ り左精巣腫瘍の診 断のもと,6月18日 手術を

施行 した.

手術所見1鼠 径管に沿 って皮切を加え内鼠径輪の高



曽根,ほ か:精 索 。脂肪肉腫

さで精 索を処理 した後,切 開を陰嚢 部へ延長 し腫瘍を

剥離 してい ったが一部に皮膚 との線維性癒着が認 めら

れた.腫 瘍摘 出後余剰 の皮膚 を切除,ド レー ンを置 き

創を閉 じた.

摘 出標本=腫 瘍は26.0×16.5×20.Ocm,重9e4,50e

gで あ り,暗 赤色の被膜に被われ ていた.精 索は腫瘍

に巻 き込 まれてお り,、左精巣は圧排 され,萎 縮 してい

たが 肉眼的に 明らかな浸潤は認 め られ なか った(Fig.

3).腫 瘍割面では灰 白色で弾性硬 の部分 と黄 白色 で軟

い部分 とがみ られた.

病理学的所 見;HE染 色 で は 大型 で空胞状 の明る

い細胞質を有す る成熟 した脂肪細胞 と一部には軽度の

異型性,核 分裂像を示 し,楕 円形 ない し円形で クロマ

チ ンに富む偏在す る核を持 ち,泡 沫状で 明るい細 胞質

を有す る脂肪芽細胞 が認め られた(F三g.4).

ズ ダン ・ブ ラック染色 では細胞質 内に大量の脂肪滴

の…蓄積 が認 め られた(Fig.5).

また,ほ か の部分 では小型 で楕 円型 の核を有する防

錘形細胞 と大型でやや クロマチ ンに乏 しい卵 円形ない

し円形 の核を有す る腫瘍細 胞が混在 して著 明なstori・

f。rmpatternを な し,MFH類 似の形態を示 してい

た(Fig.6).

抗keratin,抗s-100蛋 白,抗 α1・antichymotrypsin,

抗myoglobin,抗actin,抗desmin,あ るい は 抗

lysozyme抗 体 を 用 い たavidin-biotinc。mplex法

による免疫組織化 学的染 色ではs-100蛋 白のみが成熟

脂肪細胞の隔壁お よび脂肪 芽細 胞の細胞質に弱陽性に

認め られた.MFH様 の部分 はすべ ての部で陰性であ

った.

以上 よ り一部に脱分 化を示す分化型脂肪 肉腫 と診断

された.

術後経過 はほぼ順調 で腹部CTscan上 転移 を思わ

せ る所見 もみ られず,8月5日 退院 とな った.退 院

後,当 科通院が不 可能なため近 医でfollowを 受けて

いたが術後5ヵ 月の11月10日 急性肺炎 の た め 死亡 し

た.剖 検は施行不 可能 であったが理学的には再 発,転

移の徴候はみ られ なか った,

考 察

脂肪肉腫 は成人 におけ る悪性軟部組織腫瘍の うちで

は頻度の高い疾患 であ り,欧 米では軟部 肉腫の5～18

%を 占める1)と 言 われ てい る.本 邦におい てもHa-

shimoto&Enjoji2)は721例 の軟部 肉腫中52例(7.2

%)が 脂肪 肉腫 であった と報告 してい る.ま た脂肪 肉

腫は下肢,後 腹膜腔に好発す るが精索に発生する もの

は約4%に 過 ぎず3》,比 較的稀 なものと思われる.
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本邦 における精 索および陰嚢内脂肪 肉腫は,1985年

に石田 ら4)が その22例 を集計 している.著 者 の調べ得

た限 り,そ の後14例 の報告「'-18)がみ られ 自験例 は37例

目に相当す る と思われ る(Table1).

37例 の患者 の年齢分布は10歳 か ら88歳 にお よび,平

均年齢は54.4歳 で あ った.50歳 台 お よび60歳 台 が多

く,そ の半数 を占めていた,患 側は左側 が右側 の約2

倍で あった.腫 瘍 重量 は2.39か ら4,5009で あ り,

自験例は報告例中最 大のものであ った,

腫瘍の原発部位 は25例 が精索 よ り発 生 してお り,そ

の うち陰嚢内が18例,鼠 径部が7例 であ った.こ のこ

とは,Becciaら19》 が精索 の肉腫はお もに陰嚢 内に発

生 し鼠径管内には 少 な い と述べて いる報告 と一致す

る.ま た,精 巣,精 巣上体そ して精索な どの陰 嚢内臓

器 と関係な く肉様膜 よ り固有鞘膜 までの組織か ら発生

した腫瘍が8例 にみ られた.し か しなが ら,腫 瘍 の大

きい ものはその発生部位を 明確にする ことが難 しく,

著者 の症例 も精索全体が腫瘍に巻 き込 まれ て いたた

め,そ の連続性 よ り精 索発生 とした ものである.

WHO分 類 に従 って組織型を分 け る と分 化型が19

例 と過半数を占めてお り,以 下,粘 液型11例,混 合型

3例 そ して不明4例 であった.脂 肪肉腫の5年 生存率

が分化型70%,粘 液型60%,混 合型71%で ある2。)こと

を考 えると精索脂肪 肉腫 の予後は比較的良好 であると

思われ る.ま たEvans3)は 分化型 の うちで脂肪形成

を示 さない紡錘形細胞あるいは多形細胞 よ りな り,し

ば しばMFH類 似の組織像を呈す る ものを脱分化型

としているが著者の症例 もこれに相当す るもの と考 え

られ た.精 索脂肪 肉腫において脱分化型を示 した例 は

これ までに報告 されてはおらず,自 験例が第1例 目で

ある と思われた.

また,症 状初発時 よ り受診時 までの期間は これ まで

の報告 では最長例で も13年 であ り,著 老の症例 が25年

の長 きにわた っている ことを考 えると,Soganiら2監)

の示 唆す る ように,初 め脂肪腫 であった ものが経過 中

に悪性化 し脂肪肉腫 とな った可能性 も否定できない と

考 えられ る.

治療方法 としては腫瘍摘除術や腫瘍を含めた精巣摘

除術 な どの外科的処置のみのものが21例,こ れ らに放

射線療法や化学療法な どの補助療法が加え られ た症例

が16例 み られた.し か し,い ずれ でも転移を きた した

り,腫 瘍死 した症例はな く,ま た,再 発例の2例 も最

後 の手術後それぞれ13ヵ 月お よび6ヵ 月間再 発を認 め

て いない.ま た,Vorstmanら22)は55例 の精 索脂肪

肉腫を集計 し,そ の多 くは分化 の良い ものであ り,再

発 はほとん ど局所のみのため,celltypeが 明 らか で
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10wgradeで あれば転移 につ い て の検索は不要 であ

り,そ して他 の精索 肉腫 とは異 なって,こ れ までに後

腹膜 リンパ節への転移は報告 され てお らず,廓 清術 の

適応 とな らないと述ぺている.こ れ らのことよ り,陰

嚢内脂肪肉腫を含めた精索脂肪 肉腫の治療 は,Toro-

sian&Wein23)が 指摘する ごとく,精 索周囲組織を

含めた高位精 巣摘除術 のみで良い ように思われ る.し

か しなが ら,今 回集計 した 症例のfollow・up期 間は

最長 でも3年 であ り,脂 肪 肉腫 の再発 までの期間は術

後1ヵ 月か ら17年,平 均3.4年 であ る2)と い う報告 も

み られ,未 だ結論 を出す には至 ってお らず,今 後の更

な る検討が必要である と考 え られ る.

結 語

精 索発生 と思われ る巨大脂肪 肉腫の 工例 を記載す る

とともに,陰 嚢 内脂肪 肉腫を含めた37例 の精 索脂肪 肉

腫を集計 し,若 干の文献的考察を加えた.自 験例は本

邦報告例中,最 大 であ ワ,精 索脂肪 肉腫において脱分



化を示 した第i例 目である と思われた,

曽根,ほ か:精 索 ・脂肪肉腫

稿を終えるに当り,御 校閲を戴いた恩師大川順正教授に深

謝致 します.
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